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本研究は，幼児期の学びから小学校教育へと円滑な接続を図るスタートカリキュラムが，小

学校６年間のカリキュラム・マネジメントの土台として学校全体で考えることができるように，

プロジェクトチームを組織運営し，育ちと学びをつなぐ視点からカリキュラム・マネジメント

の在り方を明らかにしていくことを目的としている。そのために，スタートカリキュラムプロ

ジェクトチームを３つの部会（カリキュラム部，特別支援・地域連携部，保幼小連携部）で役

割分担しながら，スタートカリキュラムの サイクルに沿った計画的な推進を行った。ま

た，スタートカリキュラムの評価・改善を保育園・幼稚園と連携して行うことができるように，

育ちと学びをつなぐ視点から保幼小連絡会や合同研修会を実施した。このことから，保幼小が

互いの保育・教育内容の理解を進め，繋がりを意識したカリキュラム・マネジメントの在り方

が明らかにできた。
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１ 主題設定の理由

1 国及び福岡市の動向から 
平成 年３月に改訂された学習指導要領の第

Ⅰ章総則「４ 学校段階等間の接続」において，

幼稚園・保育園等と小学校の接続について示され

ている。これまでは，小１プロブレムなどの問題

を解決し，学校生活への適応を進めることを接続

の意味と捉えていたことから，児童が主体的に自

己を発揮しながら学びに向かう姿を接続するとい

った積極的な意味合いが込められている。また，

入学当初の指導計画であるスタートカリキュラム

は，学校生活への適応にとどまらず，各教科等へ

の接続をも果たすものと示されている。ここでの

スタートカリキュラムは，小学校１年目のスター

トラインではあると同時に，小学校６年間のスタ

ートラインでもあるため，全職員で学校の教育ビ

ジョンを共有する中で，スタートカリキュラムを

作成（Ｐ），実施（Ⅾ）し，児童の姿を通して評価 

 
（Ｃ）改善（Ａ）を学校全体で計画的・組織的に

行っていくことが重要だと考えた。 
また，平成 年 月，幼児期の教育と小学校

の円滑な接続の在り方調査研究協力者会議の報告

において，これからの保幼小接続の在り方を，以

下の３点から述べられている。 
○ 幼小の教育の目標を「学びの基礎力の育成」 

という１つの繋がりと捉えた，幼小が共有で 
きる接続カリキュラムの必要性 

○ 幼児期と児童期の教育活動を繋がりで捉え 
る工夫として「学びの自立」「生活上の自立」「精 
神的な自立」の三つの自立の視点を，接続期の 
カリキュラム（本研究でのスタートカリキュラ 
ム）の柱として考えていくこと 

○ 幼小接続の取組を進めるための連携・接続の 
体制づくり 
このことにより，保幼小それぞれの保育・教育

課程の関係を明確にし，それを踏まえた教育方法

を実践することが求められていると考える。 
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福岡市では，平成 年度から「新しいふくおか

の教育計画」において，保幼小中連携が 年間の

育ちを見通して，発達や学びの連続性を踏まえた

指導を支える連携となるよう取り組んできた。こ

のことを受けて，平成 年３月『保幼小中連携教

育推進の手引き』が出され， 年間の育ちの姿を

共有するとともに，中学校ブロックを中心とした

自主的・自律的な連携を重視していくようになっ

た。これらの連携のためには，子ども同士の交流

のみならず，教員間交流での情報の共有や研修会

の実施による相互理解が重要と考える。 
在籍校の実態から 

在籍校は，児童数 名，学級数 学級（特別

支援学級２クラスを含む）の中規模校である。平

成 年３月まで公立幼稚園が隣接しており，校

長が園長を兼任していたこともあって，生活科新

設の時から幼小連携教育を積み重ねてきた。 
しかし，スタートカリキュラム作成が，主幹教

諭や低学年に任せきりになっている現状にあった。

１年次の調査研究において，低学年の担任の経験

の有無やスタートカリキュラム作成に直接関わる

ことがなければ，スタートカリキュラム認知度は

低いという結果が得られた。このことから，スタ

ートカリキュラムが小学校の教育の土台として，

学校全体で共通理解して取り組んでいくものであ

るという教員の認識には至ってないということが

推察できた。 
また，毎年 園以上の保育園・幼稚園から入学

してくる状況にあり，入学してくる子どもの保育

経験を十分理解することまではできていない状況

にあった。文部科学省（ ）「幼児教育実態調査」

では，各学校と施設が連携から接続へ発展する過

程を共有し，組織的・計画的に取り組むことが必

要であると述べられ，連携から接続へと発展する

過程のおおまかな目安が示された（表１）。 
表１ 連携から接続へと発展する過程（文部科学省 ）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在籍校の中学校ブロックには，私立幼稚園３園と

保育所・保育園３園があり，保幼小連携の取り組

みの状況は，この表によるステップ２の状況にあ

る。ステップ３から４へと発展できるように，保

幼小連絡会や合同研修会を計画していく必要があ

ると考え，本主題を設定した。 

２ 研究主題・副題の意味

「育ちをつなぐ」とは 
渡邊（ ）によると，スタートカリキュラム

では，「子ども理解」「活動の充実」「環境整備」が

ポイントであり，さらに５歳児保育の環境構成が

充実することにより，滑らかな移行が可能になる

と述べている。このことから，育ちをつなぐとは，

「子どもの成長の姿やこれまで育ってきた生活背

景や環境（教育を含む）を理解し，つなげていく

こと」とする。 
「学びをつなぐ」とは 
質の高い幼児教育と学びの芽生えとの関連を検

討した角谷ら（ ）の研究は，幼児教育におけ

る遊びの経験が，「感情の自己調整」「言語力の基

礎」「数量概念の基礎」など，小学校以降の教科の

学びに繋がり，その基礎となる可能性を示唆して

いる。そこで，学びをつなぐとは，「子どもの様々

な活動における体験的な学びの芽生えを小学校以

降の教科における自覚的な学びにつなげていくこ

と」とする。 
「育ちと学びをつなぐカリキュラム・マネジ 

メント」とは 
本研究における育ちと学びをつなぐカリキュラ

ム・マネジメントとは，次の３つの側面からマネ

ジメントすることと捉える。 
〇 スタートカリキュラムと各教科等の教育内容 

を相互の関係で捉え，学校教育目標を踏まえた 
教科等横断的な視点で，その目標の達成に必要 
な教育内容を組織的に配列すること 

〇 教育内容の質の向上に向け，子ども達の幼児 
期からの育ちや学びを連続・発展的につないだ 
教育課程を編成し，実施し，評価して改善を図 
る サイクルを確立すること 

〇 教育内容や教育活動に必要な人的・物的資源 
等（外部の資源も含む）を活用しながら効果的

に組み合わせること 
「スタートカリキュラム」とは 

平成 年の「小学校学習指導要領解説生活編」

の中で，幼児期の学びから小学校教育への円滑な

接続を目的としたカリキュラム編成の工夫として
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スタートカリキュラムが示された。また，「スター

トカリキュラム スタートブック」（文部科学省

）には，小学校に入学した子どもが，幼稚園・

保育所・認定こども園などの遊びや生活を通した

学びと育ちを基礎として，主体的に自己を発揮し，

新しい学校生活を創り出していくためのカリキュ

ラムと明記されている。スタートカリキュラムと

は，「小学校に入学した子どもがスムーズに学校生

活へ適応していけるように編成した第１学年入学

当初のカリキュラム」のことである。 
「スタートカリキュラムプロジェクトチームの

推進」とは 
スタートカリキュラムプロジェクトチーム（以

下，スタートカリキュラムＰＴと示す）とは，「在

籍校の実態を受け，保幼小連携担当者だけでなく，

主題研究を推進している研究部や特別支援教育委

員会と連携した組織」である（図１）。既存の校務

分掌を活用して，スタートカリキュラムＰＴをカ

リキュラム部会，特別支援・地域連携部会，この

二つの部会と保育園・幼稚園をつなぐ保幼小連絡

部会で組織し，役割を明確にしていくことで，学

校全体での取組につながると考える。部会ごとに

は，コーディネーター（以下， と示す）を位置

づけ， を総括していく役割を教頭として，進捗

状況などを把握していく。 
つまり，スタートカリキュラムＰＴの推進とは，

「これまでの保幼小連携の在り方を見直し，スタ

ートカリキュラムの実施を学校全体の取組として

課題や目標を共有したり，教科や学年を超えた教

員の協働性を創出したりしていくよう組織的に機

能していくこと」である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ スタートカリキュラムＰＴ組織

３ 研究の目的

スタートカリキュラムＰＴの推進を通して，育

ちと学びをつなぐカリキュラム・マネジメントの

在り方を究明する。 

４ 研究の仮説

スタートカリキュラムＰＴの推進を以下の３点

から行えば，育ちと学びをつなぐカリキュラム・

マネジメントができるであろう。

○ 学校全体での取り組みにつなぐキャリア教育

と生活科・総合的な学習の時間の視点からのス 
タートカリキュラムの見直し

○ 育ちと学びをつなぐスタートカリキュラムの

のための保幼小連絡会の運営

○ 保幼小の教員同士が教育内容の理解促進する 
ための相互参観と研修会の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 研究構想図

５ 仮説解明のための具体的方策

 
Ｐ段階：スタートカリキュラム作成のための

情報収集

①保幼小連絡会の実施の工夫

②小学校教員による園訪問や園児の観察

Ⅾ段階：学校全体での共通理解と協力実施の

ための情報提供

①スタートカリキュラムの全体研修会

②指標を活用した学校全体で取組

Ｃ段階：保幼小で連携した評価活動

①保育園・幼稚園の職員による育ちの見取り

②スタートカリキュラムＰＴ研修会

③調査結果の分析

Ａ段階：保幼小合同で改善点を探る合同研修

会を計画及び実施

①保幼小合同研修会

②育ちと学びをつなぐカリキュラム案の作成 

６ 研究の実際

Ｐ段階：スタートカリキュラム作成のための 
情報収集 
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次年度入学児童のスタートカリキュラムを作成

するために，園児の育ちと学びを理解することが

重要となる 。そのために，スタートカリキュラム

ＰＴは，保育園・幼稚園それぞれの保育課程・教

育課程の面と，子ども個別の配慮面から情報収集

を行った。 
①保幼小連絡会の実施の工夫 

これまでの保幼小連絡会では，低学年の教員が

各保育園・幼稚園からの聞き取りを行うことに留

まっていた。そこで，スタートカリキュラムＰＴ

が育ちと学びをつなぐことを意識した保幼小連絡

会を実施するように改善した（表２）。 
表２ 保幼小連絡会の改善

年度までの保幼小連絡会

第 回 ５月 ・入学児童の授業参観

・個別の学校適応についての情報交換

第２回 ２月 ・次年度入学児童についての引継ぎ

まず，２月に行われていた第２回保幼小連絡会

を 月の実施にし，スタートカリキュラム改善

や早い段階で子どもを支える保護者とつながるこ

とができるようにした。その際，保幼小連絡部会

が中心となって，入学児童の情報や各園の保育内

容の聞き取りを行うこととした。そのために，全

学年から選出された教員と聞き取りを行う保育

園・幼稚園の組み合わせを考え，配置をしていっ

た。保育内容の聞き取りに関しては，カリキュラ

ム部会が作成した幼児期の保育に関するアンケー

ト，特別支援・地域連携部会は個別の聞き取りや

園訪問につなげることができるように，聞き取り

シートを準備した。このことで，全職員の意識へ

とつなげていくきっかけとなった。 
また，第３回保幼小連絡会では，入学後の子ど

もの戸惑いに着目したツール「とまどいマトリク

ス」善野（ ）を使って，次年度入学の児童に

ついて，より詳細に理解していく機会とした。保

育園・幼稚園の職員が現 年生の最終の姿を観察

した後，次年度入学してくる子どもの小学校生活

の中での戸惑いや不安を予測していくことで，小

学校側の受け入れの準備を，より具体的にしてい

くことができると考えた。表３は，今年度入学児

童のために作成したものである。入学後に，保幼

小が共有して評価できるような指標にしていくこ

ともできた。 
表３ 今年度入学児童のとまどいマトリクス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②小学校教員による園訪問や園児の観察 

小学校教員が入学前に園児を直接観察できるよ

うに，園訪問や学校体験，給食体験などがある。

これらの機会は，保護者に学校説明会を行ってい

る時間を利用し，園児と５年生とを出会わせたり，

低学年の授業に参加できるようにしたりして，児

童と園児の交流を位置づけている。 
また，中学校ブロック内にある保育園・幼稚園

に関しては，給食体験を受け入れていった。この

ことは，小学校側の教員が，園児の行動も直接観

察していくができ，保育園・幼稚園での支援の仕

方にも触れることができた。 
しかし，入学児童が全員参加できることは難し

く，入学前に小学校の教員が様子を見るには，

月の就学時健診や 月の園訪問を有効に活用して

いく必要があることがわかった。 
Ⅾ段階：学校全体での共通理解と協力実施の 

ための情報提供 
①スタートカリキュラムの全体研修会 

表４ 全体研修会の概要

 
 
 
 

スタートカリキュラムは４月からの実施のため，

新しい職員体制になった年度当初に全体研修会を

実施して，見直したスタートカリキュラムについ

ての共通理解を図ることが重要となる。そのため

に，ＰＴが全体研修会において，Ｐ（作成）段階

で集めた情報を提供し，実践に生かしていくこと

ができるようにし，入学式前までに新１年生への

支援の在り方を学校全体で考えていった。 

年度以降の保幼小連絡会

第 回 ５月 ・入学児童の授業参観

・スタートカリキュラム終了時の育ちの見

取りと情報交換

第２回 月 ・保育園・幼稚園の保育に関するアンケート

実施

・次年度入学児童の個別の引継ぎ

第３回 ２月 ・次年度スタートカリキュラムの説明

・子どもの戸惑いを予測し，支援方法を情報

交換

期日：平成 年４月４日
対象：全職員
内容：これからの保幼小中連携・接続の在り方

～学校全体で取り組むスタートカリキュ
ラムについて～ 
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表５ 研修後の感想（一部抜粋）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スタートカリキュラムは，小学校の土台として

学校全体で考える必要があるということを，ほと

んどの教員が理解していた。特に，今年度異動し

てきた教員は，在籍校のスタートカリキュラムの

「３つの自立」との繋がりや幼稚園・保育園の具

体的な取組にも興味を示していた。 
②指標を活用した学校全体での取組

全体研修会において，第３回保幼小連絡会で作

成した指標をもとに，スタート期の教室環境や支

援の方向性を提案していった。このことは，他学

年の担任がスタート期の子ども達への関わり方を

共有していたことが生かされ，より積極的に関わ

る姿へと変容が見られた。１年担任だけでなく，

６年担任が，１年生のできることを尊重した関わ

り方を，６年児童にモデルとして示す姿があった。

また，１年生の教室では，保育園・幼稚園で経

験したことを生かして，学びの基礎力である３つ

の自立「生活上の自立」「精神上の自立」「学びの

自立」を促す関わりをする姿が見られた。このこ

とは，１年生の廊下掲示板にスタートカリキュラ

ムの実際として掲示物を作成し，保護者にも伝わ

るようにした。

図３ スタートカリキュラムの実際を紹介した掲示物

（抜粋）

Ｃ段階：保幼小で連携した評価活動

①保育園・幼稚園の職員による育ちの見取り

スタートカリキュラム終了時の児童の姿を，保

育園・幼稚園の職員とともに評価していくことが，

育ちと学びをつなぐことになると考え，ＰＴでは

評価指標を作成し，実施していった。保育園・幼

稚園の職員が１年生の授業を参観できる第 回保

幼小連絡会において，自園を卒園した児童を中心

に育ちの姿を見取り評価できるようにした。その

ためにＰＴでは，保幼小で共有しているスタート

カリキュラムの柱にそって，授業参観で児童の育

ちを見る視点を，表６のように項目を作成した。

表６ 授業参観で児童の育ちを見る視点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②スタートカリキュラムＰＴ研修会

今年度からスタートカリキュラムＰＴ研修を定

期開催できるように年間計画に位置付け，実施し

ている。

表７ 第２回スタートカリキュラムＰＴ研修の概要

保幼小連絡会後のスタートカリキュラム 研

修会では，保育園・幼稚園の職員の見取り調査の

報告とともに，小学校でのスタートカリキュラム

終了時の児童の実態調査をどのようにしていくか

を話し合った。カリキュラム部会から，「幼児期の

終わりまでに育ってほしい の姿」から分析で

きるように，調査項目の提案があった。「幼児期の

終わりまでに育ってほしい の姿」とは，『保育

所保育指針』『幼稚園教育要領』『小学校学習指導

要領』で共通に示された保幼小接続期で共有して

いる姿である。この提案を受け，保幼小連絡部会

と特別支援連携部会からは，自己評価の実施時期

が，１年生の６月初旬ということや内容理解の個

人差も考えられることもあり，１年生の自己評価

（低学年担任，教職７年目） 
・保幼でつけてもらった力を，小学校ではつなげてさ

らに伸ばしていく必要があると感じた。 
（中学年担任，教職 10 年目） 
・スタートカリキュラムは，幼保と 年をつなぐた

めのカリキュラムと思っていたが，全学年が関わり

合う必要があると分かった。

（高学年担任，教職 年目）

・保幼でどんな取り組みをしているのかに目が向く

ようになった。

（専科，教職 年目）

・スタートカリキュラムは，低学年の先生が担当する

ものというイメージであったが，全職員で意識する

ものというふうに意識が変わった。 

期日：令和元年６月６日
対象：スタートカリキュラムＰＴ（ 名），研究者
内容：保幼小連絡会の報告

スタートカリキュラム終了時の実態調査について
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だけでいいのかという話し合いとなった。 
そこで，１年担任の見取りと保護者が捉えてい

る子どもの育ちも合わせて見ていき，より多角的

に子どもを理解していくことが，スタートカリキ

ュラムの評価・改善につながると意見がまとまっ

た。保幼小連絡部会が中心となって，「生活習慣に

関する設問」「学校生活や家庭学習に関する設問」

「学びに向かう力に関する設問」「親の関わりに関

する設問」の４つの観点から保護者アンケートを

作成し，実施することとした。分析する上で，児

童の自己評価と保護者アンケートの関連性をみる

ことができるように，関連項目を整理した（表８）。 
表８ 自己評価と保護者アンケートとの関連項目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③調査結果の分析

１年生の自己評価による実態調査では，図４の

ような結果が得られた。

図４ １年生の自己評価結果（ １ ６月）

質問項目２「安全に生活する」，７「やってよい

ことと悪いことがわかる」，９「家の人が喜ぶこと

を頑張る」， 「みんなで使うものを大切にしてい

る」において， を超えると高得点が見られた。

このことは，小学校生活においても，保育園・幼

稚園などの集団生活で大切にしていることは同じ

であるという１年生への関わりをしてきたことや，

保護者の関わりにおいても，気を付けて関わって

いることが推察された。

一方，得点が低くになっているのは，『自然との

関わり・生命尊重』に関する設問である 「花

草，虫を使って遊ぶ」と『豊かな感性と表現』に

関する設問である 「絵を描いたり，粘土で作っ

たりすることが好き」という項目である。この結

果は 個人の苦手さや経験の大小などが影響して

いると考えられる。個人の興味関心の広がりを，

スタートカリキュラム以降の 年生のカリキュラ

ムの中での支援の在り方が明らかになった。

なお，本調査結果は，保育園・幼稚園と共有す

ることで，スタートカリキュラムの評価・改善だ

けでなく，保育園・幼稚園のカリキュラムの評価・

改善に生かしていくこととした。

Ａ段階：保幼小合同で改善点を探る合同研修

会を計画及び実施

①保幼小合同研修会

実践を評価した結果をもとに，保幼小合同で改

善点を探る合同研修会を計画及び実施し，育ちと

学びをつなぐカリキュラム・マネジメントへとつ

ないでいく。そのためにも，保幼小合同研修会に

いて，保幼小が共有しているスタートカリキュラ

ムと幼児期の終わりまでに育てたい の姿の繋

がりを捉え，整理していくこととした（図５）。

図５ スタートカリキュラムと『幼児期の終わりまで

に育てたい の姿』の整理

表９ 保幼小合同研修会の概要

期日：令和元年７月 日
対象：全職員，中学校ブロック内の保育園・幼稚園
内容：保幼小接続カリキュラムと幼児期の終わりまでに

育ってほしい の姿について
保幼小相互理解のワークショップ
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ここでは，「幼児期の終わりまでに育ってほしい

の姿」について小学校教員の理解を深めること

ができるように，保育園・幼稚園がしている教育

活動の中に見られる具体的な姿を， の姿の言葉

を手掛かりに語ってもらい，子どもを見取る力を

高めることができるようにしていった。 の姿を

保幼小でしっかり土台として育てていき，スター

トカリキュラム以降，どのような場面で発揮され

ていくのかをグループ協議することで，保育園・

幼稚園で育っている力をつなぐことに意識した研

修となった。

 
 
 
 
 
 
 
 

資料１ 保幼小合同研修会の様子

研修後のアンケートからは，ほとんどの教員が

保幼小の教育形態の違いは感じてはいるものの， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各段階で育てたい力は繋いでいくことができる 
という理解が得られた。 
②育ちと学びをつなぐカリキュラム案の作成 

１年次の研究において，キャリア教育の視点か

ら，保幼小が共有できるスタートカリキュラムの

柱を考え，この柱を基に調査協力園（ 園）に５

歳児後半までに育てたい姿をアンケート実施し，

キャリア教育の４つの基礎的・汎用的能力とスタ

ートカリキュラムの柱の「コミュニケーション」

「協同」「基本的な生活習慣」「規範意識」「興味関

心・挑戦」の関連性が明らかにできた。また，在

籍校では，主題研究において生活科・総合的な時

間を柱としたカリキュラム・マネジメントを進め

ていた。

そこで，それぞれが作成していたものを合わせ，

保幼小で共有したスタートカリキュラムとの繋が

りが見えるように，カリキュラム部会を中心に１

学年のカリキュラムの改善を図った。（図６）

スタートカリキュラムの柱で示した視点を， 学

年の年間カリキュラムに明記していくことで，教

員や子ども達が学びの指針として活用できるもの

を提案することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 育ちと学びをつなぐカリキュラム案（ 学年）
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７ 全体考察

教員の意識の変容 
学校全体で保幼小接続に関する研修として，ス

タートカリキュラムの共通理解をする年度当初の

研修会と保幼小合同での夏期研修会を実施したこ

とで，スタートカリキュラムに関する理解度は高

まっている（表 ）。 
表 スタートカリキュラムの理解度の変容

表 合同研修会での学びの分類（小学校教員）

 
 
 
 

特に，スタートカリキュラムに対する理解とと

もに，合同研修会で具体的にどんな学びを高めて

いたかを分類したところ（表 ），保育園・幼稚

園の指導内容や教師の支援などであった。スター

トカリキュラムをもとに，「幼児の終わりまでに育

ってほしい の姿」を手がかりに子どもの育ち

と学びを保育園・幼稚園の職員と共有していく合

同研修会は，保幼小の相互理解を深めていくこと

ができることがわかった。 
カリキュラム改善の方向性 

１年生の自己評価の集計表を個別に見ていった

ところ，質問項目３「途中であきらめず，最後ま

でがんばれる」や項目４「自分のことが自分でで

きる」のどちらかが低くなっていた（表 ）。 
表 年生自己評価集計表（一部抜粋） 

ベネッセ教育総合研究所の縦断調査からも，幼

児期から児童期にかけて，粘り強くがんばる力を

育むことは，小学校低学年での「自分から進んで

勉強する」といった学習態度や小学校高学年の思

考力を伸ばすことが明らかになってきている。そ

こで，在籍校のカリキュラム改善の方向性として，

児童の探究を尊重し，思考を促す関わりをしてい

くことで，がんばる力を育てていくことに焦点化

された。 
８ 成果と課題 

【成果】 
○ スタートカリキュラムＰＴを サイクル 

に沿った組織運営し，全体研修会の実施や１年 
生を迎える準備を提案していくことで，学校全 
体で取り組む意識が高まった。 

○ 保幼小で連携した評価活動や保幼小合同研修 
会を実施したことで，育ちと学びをつなぐカリ 
キュラム案ができた。 

【課題】 
○ ２学年以降のカリキュラムが，１学年の育ち 

と学びをつないだ教科横断的なカリキュラムと 
して見直していく。 

○ 保幼小で連携した評価活動は，小学校だけが 
するのではなく，保幼小それぞれのカリキュラ 
ムの改善につながる研修体制にしていく必要が 
ある。 
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